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以下では、台湾製糖「本社人事稟議 自昭和 14 年 1 月至昭和 14 年 12 月」




法があった。1939 年におけるそれぞれの比重を確認すると、全数である 77 名
のうち、新卒市場からの採用と中途がほぼ 1/4 ずつで現業員からの登用が半数
を占めていた。ちなみに伊藤重郎編『台湾製糖株式会社史』（1939）によれば、
1939 年 3 月時点での社員は 645 名、準社員 245 名とされるので、当該年度の




第 1 表 台湾製糖における職員採用者の構成（1939 年） 
（単位 ⼈，％） 
  
新卒 現業からの昇格 中途採⽤ 合計 
⼈数 構成⽐ ⼈数 構成⽐ ⼈数 構成⽐ ⼈数 構成⽐ 
⽇本⼈ 17 22% 33 43% 17 22% 67 87% 
台湾⼈ 2 3% 6 8% 2 3% 10 13% 
⼩計 19 25% 39 51% 19 25% 77 100% 





















































































































































を示したのが第 2 表である。同表によれば、各校の卒業生はその多く（7 割か
ら 8 割）が台湾に職を求めており、なかでも銀行や大企業は学卒者の中核的な
受け皿（2 割から 5 割）となっていたことが分かる。 
 
第 2 表 台湾における専門学校・大学卒業生の就職先（1939 年まで） 
（単位 ⼈，％） 
学校名 設⽴年   
台湾 
台湾以外 
官公吏 学校職員 銀⾏会社 その他 合計 
台北帝国⼤学 1928 
⽂政学部 52(27%) 42(22%) 39(20%) 29(15%) 162(84%) 32(16%) 
農事学部 67(33%) 43(21%) 39(19%) 8(4%) 157(77%) 47(23%) 
台北帝国⼤学附属農林専⾨部 1928(1919)   143(47%) 26(9%) 68(22%) 18(6%) 255(84%) 49(16%) 
台湾⾼等⼯業 1931   68(18%) 2(1%) 179(47%) 20(5%) 269(70%) 113(30%) 
台北⾼等商業 1919 本科 353(30%) 25(2%) 387(32%) 109(9%) 874(73%) 317(27%) 
［備考］1．台北帝国大学、同付属農林専門部、台北高等商業は 1939 年 8 月末まで、台湾高等工業は同 4 月末までの数値。 
    2．台湾高等工業については専門学校令（1922）による昇格後の卒業生分。 




の採用状況から確認しよう。1939 年度の学校別の採用者数は第 2 表のとおり
である。 
 














(構成⽐) 理農学部 ⽂政学部 
初任給 80 円(5.9％) 70 円(11.8％) 60 円(29.4％) 55 円(11.8％) 33 円(41.2％) (100%) 
⼈数 1 2 2 3 2 2 3(2) 2 17 
1939 年度各
校卒業⽣数 16(4) 20(2) 44(2) 62(8) 70(4) 193(7) 80(67） 179(52) ― 
［備考］（   ）内は台湾人の人数 
［出典］前掲「本社人事稟議 自昭和 14 年 1 月至昭和 14 年 12 月」および台湾総督府文教局（1941）『台湾学事一覧』昭和 15 年度版より作成。 
 
58 
学歴に応じて初任給が固定されており（大学 70～80 円、専門教育 55～60
円、実業教育 33 円）、台湾における学校制度に依拠した人事採用を行っていた






の人数と推定学歴、職階を確認しよう（第 4 表参照）。 
 
第 4 表 1938 年度新卒者の採用状況 
推定学歴 ⼈数 職階 
台北帝国⼤学(理農)クラス(80 円) 5 名(内 2 名が⼊営中) 技師⼼得 
台北帝国⼤学(⽂政)クラス(70 円) 7 名(内 5 名が⼊営中・応召中) 書記 
(不明：70 円) 1 名 技⼿ 
台北⾼等⼯業クラス(60 円) 7 名(内 2 名が⼊営中) 技⼿ 
(不明：55 円) 1 名(応召中) 技⼿ 
台北⾼等商業クラス(55 円) 3 名(内 1 名が⼊営中) 書記 
農業学校・商業学校クラス：⽇本⼈(33 円) 15 名(内 1 名が⼊営中) 雇 
農業学校・商業学校クラス：台湾⼈(33 円) 2 名 雇 
合計 41 名 ― 
［備考］対象者は 1938 年度定期採用者で 1939 年に見習から職員に採用されたもの。 




が分かる。また、前年度新卒採用者 41 名のうち、約 3 割（12 名）が入営中な
いし応召中となっており、予定人員数を十分に確保できなかった可能性がある
点が指摘できる。他方、台湾人の採用人数は両年とも実業教育学校（33 円クラ
















































































































…月俸 70 円台湾勤務加俸月金 14 円… 
 
（付表稟議番号 85） 






…当社技術員トシテ適当…月俸金 75 円台湾勤務加俸月金 15 円… 
 
（付表稟議番号 97） 




















1939 年における現業員からの登用者 39 名の属性を整理すると、工務部 14 名、
農事部 22 名、営業部 3 名、主計部 1 名となっており、職階では工長からの昇
格 23 名、工手からの昇格 2 名、農事からの昇格 2 名、傭員からの昇格 4 名、












第 5 表 現業員から職員への昇格者一覧（1939 年） 








1 ⼯務部 橋仔頭 1936年6⽉ ⼿伝 80 ⼯⼿ ⼿当24
1.45
雇 41 8 昭和10年3⽉中津中学校卒業(22才)




⼯⻑ 3.73 雇 102 20 昭和40年仁王尋常⼩学校卒業(48才)




⼯⻑ 3.64 雇 100 20 昭和43年3⽉河内尋常商業⼩学校卒業(44才)




特 ⼯⼿ 1.60 雇 44 9 昭和10年3⽉台湾商⼯画⼯⼯科、機械⽂科卒業
(22才)
5 ⼯務部 阿緱 1919年8⽉ 定傭 ⼯⻑ 3.45 雇 96 19 明治40年3⽉⼩学校⾼等科卒(48才)




⼯⻑ 3.37 雇 95 19 明治38年3⽉⼩学校卒業(46才)
7 ⼯務部 東港 ⼯⻑ 3.37 雇 94 19 51才
8 ⼯務部 ⾞路墘 1926年10⽉ 定傭 ⼯⻑ 3.43 雇 94 19 明治42年伊集院尋常⾼等⼩学校⾼等科第四学年
卒業(46才)




⼯⻑ 3.48 雇 94 19 明治31年⼭ノ⽬尋常⼩学校⾼等科卒業(56才)




⼯⻑ 3.12 雇 85 17 明治44年⿅児島⾼等⼩学校⾼等科卒業(44才)




⼯⻑ 3.64 雇 100 20 明治41年3⽉鍋尋常⾼等⼩学校卒業(45才)




⼯⻑ 3.57 雇 96 19 54才




⼯⻑ 3.34 雇 92 18 47才
14 ⼯務部 恒春 1918年2⽉ 定傭 ⼯⻑ 3.36 雇 94 19 明治39年4⽉⽟名⾼等⼩学校卒業仝40年仝校補
習科卒(49才)






雇 55 11 昭和5年⽟名中学校卒業
⾃昭和7年⾄14年 台南州雇(29才)












18 農事部 本社 1939年4⽉ ⼿伝 70 (⼟地)
⼿伝
70 雇 50 10 昭和4年3⽉⾓⽥中学校卒業
⼩、公学校正教員(28才)
19 農事部 本社 1915年12⽉ 定傭 (農務)
⼯⻑
2.87 雇 79 16
20 農事部 橋仔頭 1925年3⽉ 農⼿ 80 ⼯⻑ 2.32 雇 68 ⼤正14年3⽉嘉義農林学校農業科卒業(34才)
21 農事部 橋仔頭 1925年3⽉ 農⼿ ⼯⻑ 2.17 雇 64 ⼤正14年3⽉嘉義農林学校農業科卒業(38才)
22 農事部 橋仔頭 1935年5⽉ ⼿伝 ⼿伝 66 雇 45 ⼤正10年4⽉台南師範本科卒業(35才)
23 農事部 後壁林 1035年3⽉ ⼯⻑ ⽇給
1.89
雇 53 11 昭和3年3⽉台湾商⼯学校機械科卒業(30才)




農⼿ 1.41 雇 35 昭和9年3⽉屏東農業学校卒業(24才)






雇 76 15 明治45年3⽉上都賀中学卒業(48才)

















雇 77 15 明治41年熊本簿記学校中退(47才)






雇 82 16 ⻑崎県⽴諫早農学校中退(三学年修了)(47才)
30 農事部 湾裡 1925年2⽉19⽇ ⼿伝 ⼿伝 打切
90
雇 69 14 ⼤正14年県⽴⿅屋農学校卒業
台南州巡査部⻑
31 農事部 湾裡 1927年10⽉ ⼯⻑ 2.98 雇 82 16




雇 52 10 昭和9年8⽉裁判書記登⽤
試験及第(27才)
33 農事部 台北 1925年 ⼯⻑ 3.01 雇 83 17
34 農事部 台北 1925年 ⼯⻑ 3.02 雇 83 17




⼯⻑ 3.63 雇 96 19 (58才)




書記 75 15 昭和6年3⽉早稲⽥⼤学法学部卒業
(34才)
37 営業部 後壁林 1937年10⽉ ⼿伝 75 傭員 75 雇 65 13 ⼩学校卒業後中⼭⿅次郎●●●英語、国語、漢
⽂ヲ修得ス(43才)
38 営業部 後壁林 1936年11⽉ ⼿伝 傭員 ⽇給
1.50
雇 40 8 昭和11年3⽉⿅児島中学校卒業
(24才)
39 主計部 本社 1935年12⽉ ⼿伝 傭員 ⽇給
1.59


























［出典］前掲「本社人事稟議 自昭和 14 年 1 月至昭和 14 年 12 月」より作成。 

































































2 社員台帳の内容に関する詳細は杉山裕（2017）36-39 頁を参照のこと。 
3 金洛年（2004）155-156 頁。 
4 『台湾日日新報』1936 年 8 月 29 日。 










































































⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) 技師⼼得ヲ命ス⽉俸⾦80円台湾勤務加俸⽉⾦16円
⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習 ●●(応召中) ⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) 書記ヲ命ス⽉俸⽉70
円台湾勤務加俸⽉⾦14円
⾒習 ●● 技⼿ヲ命ス⽉俸⾦70円台湾勤務加俸⽉⾦14円
⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習●●(⼊営中) ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習●● 技⼿ヲ命ス⽉俸⾦60円台湾勤務加俸⽉⾦12円
⾒習 ●●(応召中) 技⼿ヲ命ス⽉俸⾦55円台湾勤務加俸⽉⾦11円
⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習 ●● ⾒習 ●● 書記ヲ命ス⽉俸⾦55円台湾勤務加俸⽉⾦11円
⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●● ⾒習 ●●(⼊営中) ⾒習  ●● ⾒
習 ●● ⼿伝 ●● 雇ヲ命ス ⽉報⾦33円台湾勤務加俸⽉⾦7円
⾒習 ●● 雇ヲ命ス⽉俸⾦35円台湾勤務加俸⽉⾦7円





































































内地 1939/12/18 台湾在勤ノ現業員中⼯⻑トシテ多年勤続者及中等学校卒業者ニシテ成績優秀ノモノハ権衛上職員ニ抜擢ノ必要有之本社詮衝委員ノ詮衝ヲ経テ本年度ハ別紙ノ通リ●●外39名昇格申出度ニ付御⾼裁相願度  
［備考］前掲「本社人事稟議 自昭和 14 年 1 月至昭和 14 年 12 月」より作成。 
 
 
 
